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「包む」に挑む

「包む」を創る

ダイナパック㈱は、2005年大日本紙業㈱と日本ハイパック㈱が合併して誕生しました。互いの強み

を学び、磨き上げ、One Companyとして融合することにより包装業界にあって存在感のある

会社として成長してまいりました。

IT、AIの進化に加え、コロナウイルスの感染拡大により社会や人々の行動は大きく変化しつつ

あります。又、サステナブルな社会を実現する為に企業が負う責任は益々重くなっています。

このような状況下にあって、ダイナパックは、事業活動を通じて“世の為、人の為”になることを

果たすべき役割として認識し、社会や顧客から支持され続ける“永遠企業”を目指します。

今後とも一層のご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

目指すは“永遠企業”
果たすべき役割は“世の為、人の為”

ダイナパック株式会社
代表取締役社長

齊藤 光次



パッケージを通じて社会のあらゆるニーズに  応え、社会の役に立つ企業を目指します。
Our Mission

Our Vision
「ダイナミックな事業展開で、21世紀に勝ち続ける企業」
それがダイナパックの目標です。

Our Value
「人に、モノに、地球にやさしい企業」
それがダイナパックの哲学です。

発展し続けることにより、
顧客・株主・社員を含めた
社会全体に貢献していきます。

環境や社会との共存共栄が、ますます求められる時代です。地球環境はもちろんのこと、
顧客・株主・社員を含めた社会、そして私たちが包装するひとつひとつの製品にいたるまで、
企業をとりまく全てとの調和を考えることが、ダイナパックの基本哲学です。

地域社会と共に繁栄する
存在感のある
企業を目指します。

青果物・飲料・加工食品分野から
電気・機械器具まで、
包装・物流のあらゆるニーズに
対応していきます。

生産面での技術力を高めて、
どこにも負けない
競争力をつけます。

1 2

43

• 「人」にやさしい
誰もが利用しやすいパッケージデザイン（=ユニバーサルデザイン）を追求します。
地域社会とともに発展し続けることで、企業価値をいっそう高め、顧客・株主・
社員をはじめとするステークホルダーの皆様のご期待にお応えします。

• 「モノ」にやさしい
商品をやさしく保護する役割を超え、商品の付加価値を高める、より美しく、
機能的かつ経済的なパッケージを創造します。

• 「地球」にやさしい
地球環境保全の観点に立ち、環境にやさしい製品と技術の開発に努めます。

「人」に
やさしい

「モノ」に
やさしい

「地球」に
やさしい

Dynapac
心をつつむ、未来を包む



q u a l i t y  c o n t r o l

p r o d u c t i o n

p a c k i n g  d e s i g n

p l a n n i n g

b u s i n e s s
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l o g i s t i c s  m a t e r i a l

繰り返し使用されるリターナブル容器が求められる中、耐久性、耐油
性、耐薬性等に優れ、さらに折畳み式もあり、物流費の削減を目指
し、様々な用途に対応できます。また、短納期、小ロット生産が可能で
す。

パルプモールド（ハイモール）は段ボールや新聞の古紙を主原料と
して製造する紙製の成型品です。
高い成型精度とリブ構造により、化成品緩衝材に劣らないクッション
性と耐荷重性があります。積み重ねも可能で、保管スペースの容積
を小さくする事が出来るので積載効率が上がり物流や倉庫保管の
経費削減に貢献します。

内容物を外部からの衝撃・振動から保護する為に段ボールシートを
打ち抜き、組立加工をすることで商品を安全に輸送することが出来
ます。包装される商品の形状・物流条件に合わせて最適な段ボール
緩衝材を提供します。使用後は段ボール製のため段ボール古紙と
してリサイクルできます。

プラスチック段ボール

段ボール緩衝材

物流資材

c o r r u g a t e d  f i b e r b o a r d  c u s h i o n

p a p e r  c o n t a i n e r f l e x i b l e  p a c k a g i n g

c o r r u g a t e d  f i b e r b o a r d
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c o r r u g a t e d  p l a s t i c  b o a r d

p a p e r  m o l d  ( h i g h  m o l e d )

振動や耐荷重に
優れた緩衝材

軽量化による物流コストの
低減に段ボール製パレット

パルプモールド（ハイモール）
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高品質と低コストを両立させるために、ダイナパック･グループでは、生産工程のコンピュータ化を最大限に推し進めています。
段ボールシートの製造を行うコルゲートマシーンをはじめ、フレキソ印刷機、オフセット印刷機など、さまざまな生産設備が
コンピュータで精密に制御され、生産効率を大幅にアップ。さらに、これらの機械をネットワーク化したリアルタイムシステムを
構築し、受注から生産･出荷までの省力化を進めています。

段ボールシートは、コルゲートマシーンで波形の中芯原紙と表面の
原紙を糊で接着させることによって製造されます。使用する用途や
目的によって段ボールは波形の高さ（段ボールシートの厚み）と
段山数（波型のピッチ）が異なりますが、ダイナパックで生産される
段ボールは大きく5種類に分類されています。

c o r r u g a t o r

コルゲータ

フレキソ印刷は、弾力性のある樹脂凸版に水性インキで、ダイレクト
に印刷するため、平滑性が高くない段ボールにもフレキシブルに
対応し、優れた印刷再現性を発揮します。ダイナパックでは、型抜き、
接着、折り畳み、結束、パレタイズの工程をワンライン化することに
より、効率的な生産に対応しています。

f l e x o g r a p h y  m a c h i n e

フレキソ印刷機

段ボール印刷の常識をくつがえす新型ＵＶ硬化型インクジェットプ
リンタで、最大1,600×3,200㎜の大きな段ボールシートに１枚からカ
ラー印刷が可能です。小ロット、テストマーケティング、パーソナライ
ズに対応し「速く・美しく・感動」をお客様に提供します。

d i g i t a l  p r i n t i n g  m a c h i n e

オフセット印刷は、フィルムを通してインクを印刷する、印刷精度
の高い細密な方式です。通常4色(赤･青･黄･黒)で印刷され、写真や
細かい文字などの表現に向いており、主にパッケージとしての機能
と仕上がりの美しさが必要とされる印刷紙器で使用されています。

o f f s e t  p r i n t i n g  m a c h i n e

オフセット印刷機

段ボールや紙器のように硬い材質では、食品などをうまく個装でき
ないので、柔らかいポリプロピレンなどのプラスチック素材が主に
使用されています。香りを維持するためにPET素材のものや、遮光
性を持たせるためにアルミ材質のものを使用する場合もあります。

g r a v u r e  p r i n t i n g  m a c h i n e

軟包装印刷機

超大型デジタル印刷機

地球のニーズを満たす､ 環境への取り組み。

JQA-2420

登録活動 ：
段ボール製品・紙器・紙製緩衝材及び軟包
装材の設計・開発、製造、及び販売

登録拠点 ：
ダイナパック㈱（本社・東京営業所・みよし事
業所・つくば事業所・川越事業所・静岡事業
所・福島事業所・松本事業所・蟹江事業所）、
土岐ダイナパック㈱（中津川工場を除く）

JQA-EM0697

登録活動 ：
段ボール製品・紙器・紙製緩衝材及び軟包装材
の設計・開発、製造、セットアップ及び販売

登録拠点 ：
ダイナパック㈱（本社・東京営業所・みよし事業
所・つくば事業所、川越事業所・静岡事業所・福島
事業所・松本事業所・蟹江事業所）、土岐ダイナ
パック㈱（中津川工場を除く）、宮城ダイナパック
㈱（登米工場・古川工場）、宇都宮ダイナパック㈱、
沼津ダイナパック㈱、神原段ボール㈱、多治見ダ
イナパック㈱

ダイナパック･グループは、環境に関する国際規格であ
るISO1400 1および品質に関する国際規格である
ISO9001を認証取得しています。開発･設計から生産･
販売までの全てのプロセスが、地球環境にやさしく、な
おかつ、高品質の製品を生み出すのにふさわしいシス
テムであると認められました。

国際規格に適応したシステム

ダイナパック･グループは、地域に密着した環境方針
を持ち、その実行に常に取り組んでいます。また、資源
の再利用やリサイクルについて、行政と生活者や地方
自治体と民間企業とが連携し、地に足のついた運営
を行うために、行政機関と市民生活を結ぶ活動（エコ
マーク推進協議会、グリーン購入推進など）を支援して
います。

地球の環境への配慮と支援

認証対象拠点： 
本社、東京営業所、みよし事業所、知多出張所、つくば事業所、
川越事業所、静岡事業所、福島事業所、山形出張所、松本事
業所、蟹江事業所、土岐ダイナパック㈱、土岐ダイナパック㈱
中津川工場、宮城ダイナパック㈱登米工場、宮城ダイナパック
㈱古川工場、宇都宮ダイナパック㈱、沼津ダイナパック㈱、
神原段ボール㈱、多治見ダイナパック㈱、中津川物流センター、
クラウン紙工業㈱

ＦＳＣ®認証制度とは、森林の管理や伐採が、環境や地
域社会に配慮されているか信頼できるシステムで評価
認証し、その森林から生産された木材、木材製品（紙製
品を含む）に認証マークをつけ、市場に流通させている
制度です。ダイナパック・グループでは、認証を受けた原
料を使用した包装資材を提供することが可能です。

FSC®認証

認 証 書 番 号
ライセンス番号
認証対象製品
認証対象拠点
認証審査機関

： SGSHK-COC-350078
： FSC® C133099
： 段ボール製品、紙器製品
： 下記
： SGSジャパン株式会社

生産システムだけでなく、そこから生み出される製品に
関しても、徹底した環境への配慮を行っています。原料
として古紙を最大限に利用し、リサイクル可能なパルプ
素材を使って新しい緩衝材やクッション袋を開発するな
ど、地球のニーズを満たすさまざまな新製品を、世の中
に送り出し続けています。

環境にやさしい製品づくり

責任ある森林管理
のマーク



土岐ダイナパック㈱中津川工場

沼津ダイナパック㈱

㈱小倉紙器

クラウン紙工業㈱

旭段ボール㈱厚木工場

旭段ボール㈱岩槻工場

東京営業所
旭段ボール㈱本社

多治見ダイナパック㈱

宇都宮ダイナパック㈱

宮城ダイナパック㈱古川工場

知多出張所

神原段ボール㈱

ダイナパック㈱本社

フィリピン
ハイフォン

GF（マレーシア）
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c o m p a n y  p r o f i l e

h i s t o r y

経営統合によりダイナパック株式会社設立
ベトナムハノイ市に合弁会社ニュートーヨーダイナパック設立
ニュートーヨーダイナパックを100％子会社化しダイナパック（ハノイ）に社名変更
みよし事業所開設
多治見ダイナパック株式会社設立
大日本紙業株式会社と株式会社ディー・ピー・エスを合併（存続会社 大日本紙業株式会社）
株式会社東装を吸収合併
大日本紙業株式会社、日本ハイパック株式会社、東日本ハイパック株式会社および新日本ハイパック株式会社を吸収合併
山形ハイパック株式会社を吸収合併
ダイナパック（フィリピン）設立
ダイナパック（ハイフォン）設立
クラウン紙工業株式会社を子会社化
旭段ボール株式会社を子会社化
GRAND FORTUNE CORPORATION SDN. BHD. を子会社化
GRAND FORTUNE CORPORATION SDN. BHD. をダイナパックGF（マレーシア）に社名変更
株式会社小倉紙器を子会社化

2005年
2006年
2007年
2009年
2009年

2010年
2010年
2010年
2014年
2014年
2016年
2018年
2019年
2019年
2020年

1月
6月
12月
5月
7月

1月
7月
10月
  6月
8月
7月
7月
4月
9月
1月

1日
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ダイナパック

ダイナパック・グループには、より幅広く、より迅速にお客様のニーズに対応するために、

お客様の生産拠点の近くに事業所があります。東海エリアを中心とした関東・東北の国内拠点に加え、

中国・マレーシア・ベトナムにも事業所を置き、海外生産拠点でのニーズにもお応えしています。

土
岐
ダ
イ
ナ
パ
ッ
ク
㈱

宮城ダイナパック㈱登米工場

［ 国内事業所 ７　国内グループ会社 9　海外グループ会社 6 ］

従業員数 680名  グループ全体 2,307名 （2020年12月現在）




